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第 3 編において， リグニンスルホン酸と塩素との反応につき述べた。密閉された容器中で、塩素ガス
により塩素化して，塩素の消費量を定量的に追求し，塩素化が CAJ CBJ CcJ の三段階に分れ
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て進行することを明らかにした。すなわち塩素による置換反応は主として CBJ 段階で進行し，酸




































第 3 編は， リグニンスルホン酸と塩素の反応を検討したものである。たとえば， リグニンスノレホ γ
酸カルシウムの水溶液を塩素化する際の反応を追求して塩素の消費される状態を明らかにした。この






針葉樹廃液よりも広葉樹廃液の方が有機酸の収率高く，たとえば苛性ソーダの場合， 1500C 3 時間で
廃液中の固形分に対して20%の酷酸と 20%のギ酸すなわち合計40%の酸が広葉樹廃液から得られた。
このとき副生する硫酸ソーダはクラフト法のパルプ製造に利用できるので甚だ有利である。
以上のようにリグニンに対して新らしい反応を見出し，これを応用して簡単，正確なリグニン定量
法を考案し，またパルプ廃液中のリグニンの塩素化，酸化等の反応を試み，その生成物を詳細に検討
してパルプ工場廃液の利用，処理に関する貴重な資料を与えたもので学術上ならびに工業上寄与する
ところが大きし、。よって本論文は博士論文として充分価値あるものと認める。
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